
傳
説
の
法
然
上
人
御
影

小

西

存

砧

一
般

に
宗
租
の
御
影

こ

い
へ
ば
、
繪
書
に
し
て
も
彫
刻

に
し

て
も
、
(
一
)
先

づ
第

一
に
其

の
お
つ
ぷ
り
が
、
ふ
つ
く

"与
ご
膨
ち
み
の
あ
る
、
謂
は
ゆ
る
圓
光

蹟
に
な

つ
て
ゐ
る
ご
い
ふ
こ
ε
、
(
二
)
夫

れ
か
ら
其

の
衣
相

が
占
墨
染
に
鼠
め

大
師
衣
を
石
し
て
ゐ
る
こ
い
ふ
こ
ご
、
(
三
)
そ
れ

か
ら
叉
其

の
肇
座
が
、

い
つ
も
瀧
鏖

で
あ
る
鸞

い
ふ
こ
ご
、
こ
の
三

つ
の
點
が

、
先

づ
普
通
に
そ
の
特
徴

こ
し
て
世
間
で
知
ら
れ
て
ゐ
る
樣

で
あ
る
が
.
實

際
宗

租
の
御
影

に
は
、
色

々
ち

が

つ
セ
の
が
有

つ
て
隔
而
か
も
夫

れ
が
、

い
つ
れ
も
皆

ち
が

つ
だ
傳
説

か
ち
來
て
ゐ
る
9
以
下
そ
の
重
な

る
も

の
を
擧

げ

て
見

よ
う
。
.

(
一
)
鏡

の
御
影

ゲ

'

孟

～

こ
の
御
影

は
、
最
初
弟
子
の
勝
怯
房

ご
云
ふ
者
が
書

い
惚

の
を

、
宗
租
が
復

た
鏡

に
よ

つ
て
修
正
さ
れ
た

ご
傳

ふ
る
も

の
で
、
所
謂
「
鏡

の
御
影

」
こ

い
ふ
名
稱
も
そ

こ
に
由
來
し
て
ゐ
る
。
勅
傳
第
入
卷
に
曰
く
.

上
人
の
弟
子
勝
法
房

は
、
繪

を
か
く
仁

な
り
け
る
が
、
上
人
の
箕
影
を
盡

だ
て
ま
つ
b
て
、
そ
の
銘
を
所
望
し
け
る

航
、
上
人
之
を
見
給

て
、
鏡

二
面
を
左
右

の
手
に
も
ち
、
水
鏡
を

ま
へ
に
を

か
れ
らて
、
頂

の
前
後
を
見
合
ら
れ
、
抛

治



八

が
ふ
ざ
こ
ろ
は
胡
粉
を

訟
ウ
て
、
な
を
し

つ
け
ら
れ
て
の
あ
、
是

こ
そ
槭
だ
れ
こ
て
、
勝
法
房

に
た

ま
は
せ
け
う
。

銘

の
こ
ご
は
返
答
に
を
よ
ば
れ
ざ
う
け
る
を
、
勝
法
房

、
後
日
に
又
參
て
申

出
た
6

け
れ
ば
、
上
人
、
御
ま

へ
に
侍

う
け
る
紙

に
、
我
本
因
地
、.
以
念
佛
心
、
入
無
生
怨
、
今
於
此
界

.
攝
念

佛
入
、
歸

於
淨
土
、
十

二
月
十

一
日
。
源

室
。
勝
法
御
房
。
ξ
か
き
て
授
ら
れ
け
れ
ば
、
是
を
彼

の
眞
影

に
押

て
蹄
敬
し
け
b
ゆ
今
彼
眞
影
を
拜
し
た
て
ま
っ

る
に
隔
胡
粉

を
塗

て
な
を

さ
れ
た
る
所
多
し
。

こ
れ
末
代
の
龜
鏡
た
る
に
よ
り
て
、
彼

の
御
自
筆

の
本
を
寫

て
、
此

繪

に
加

置

ε
二
う
な
り
ご
。

ご
に
か
ぐ
此
御
影
は

、
勝

洪
房

が
既
に
繪
を

か
く
ひ
ご
で
あ
り
、
殊

に
ま
た
宗
租
が
、
自

筆
で
も

つ
て
其
を
修
正
せ
ら

れ
、
徇
そ
の
上
に
、
銘
文
迄
も
っ
け
加

へ
ら
れ
て
ゐ
る
ご
云
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
其
の
宗
詛

の
御
影
ε
し

て
.
非
常

に

奪
重
す

べ
き
も
の
で
有

る
こ
ご
は
云
ふ
迄

惑
な

い
。
併
し
そ
れ
が
、
今

で
も
獪

ほ
世
の
中
に
傳

つ
て
ゐ
る
か
何
う
か

.
解

頗

る
疑
問
で

、
現

に
黒
谷
に
も
淨
華
院
に
も
、
宗
組
の
自
筆
ご
傳
ふ
る
同
御
影

が
在
る
が
、
そ

の
何
の
程
度

ま
で
信
用

で
き
る
か
は
、
獪
ほ
大

に
研
究

を
要
す
る
。
併
し
舜
昌
法
印
の
當

時
、
費

こ
か
に
其

の
眞
本
が
在
つ
て
、
而

か
も
其
れ

が
當
時
、
土

佐
家

の
有
名

な
る
書
家

に
よ

つ
て
摸
寫
せ
ら
れ
、
現

に
勅
傳
の
挿
書

こ
し

て
殘

つ
て
ゐ
る
ご
云
ふ
こ
ご
は

同
繪
卷
に

一
層

の
重
味
を
加
ふ
る
ご
同
時

に
、
吾

々
を
し
て
更
ら

に

一
入
の
な

つ
か
し
み
を
戚

せ
し

め
る
。

.

、

(
二
)披
講

の
御
影

一

こ
の
御
影
は
後
自
河
法
皇

が
、
右
京
權
太
夫
藤
原
隆
信

に
仰
ほ
せ

て
圖
寫
せ
し
め
ら
れ
た
も

の
で
♪
そ

の
由
來

は
、
勅



傳
第
十
卷

に
見

へ
で
ゐ
ろ
。

後
自

河
法
皇

、
山
門
園
城
の
碩
徳
を
め
さ
れ
て
、
番

々
に
往

生
要
集
を
講

じ
、
を

の
く

所
存

の
義
を

の

べ
さ
せ
ら

れ
け
る
に
。
上
人
お
ほ
せ
に
し
た
が
ひ
て
、
披
講
し
給
ひ
け

る
に
〉
往

生
極
樂

の
敷
行
は
、
濁
世
末
代
の
目
足
也
、

逍
俗
貴
賤
た
れ
か
歸
せ
ざ
ら
む
も
の
¢
丶

よ
み
あ
げ
給
よ
ゆ
、
は
じ
め
て
き

こ
し

め
さ
惹
㌧
や
う
に
、
御
き
も

に
そ

み

て
た
う
ご
く
"
御
戚
涙

は
な
は
だ
し
か
り
け
り
。
御
信
仰

の
あ
ま
り
、
右

京
權
太
夫
に

お
ほ
せ
て
、
上
人
の
眞
影

を
圖
し

て
、
懣
華
王
院

の
寳
藏

に
お
さ
め
ら
る
。
先
代

に
も
そ
の
例
ま
れ
な

る
事
こ
ぞ
申
あ

へ
り

け
る
。

一

に

せ
ゑ

こ
」
に
此
御
影

の
筆
者
隆
信
は
う
そ
の
子
左
京
太
夫
藤
原
信
實

ざ
典

に
、
所
謂
る

「
似
鱠
」
の
上
手

こ
し
て
名
高

い
當

時

一
流

の
書
家
で
、
從

つ
て
こ
の
御
影

が
、
他

の
費
れ
も
よ
軽
勝
・れ
て
價
値

の
多

い
も
め
で
あ

る
こ
ご
は
言
ふ
迄
も
な

い
。

乃

で
問

題
は
宀
然

ら
ば
そ

の
蓮
華
王
院

に
納

め
ら
れ
だ
こ
い
ふ
眞
本
が
、
今

で
も
獪
ほ
傳
つ
て
ゐ
る
か

何
う

か
亡
云
ふ

事
で
あ
る
が
、
・生
僭

こ
れ
は
今

日
同
院

に
は
傳

つ
て
ゐ
な

い
。
處

が
茲

に
知
恩
院

に

一
、幅

、
隆
信

の
筆
ビ
傳

へ
て
ゐ

る

宗
祀
の
御
影

が
あ
る
刈
圖
樣
を
見
る
ビ

う
確

に
今

の
要
集

披
講

の
御
影
で
声
彼
の
逋
華
王
院
に
納
あ
ら
れ
た

ざ
い
、ふ
眞

本
は
'、
.
恐
ら
く
是
で
あ

ら
ふ
ざ
思
は
れ
る
。
そ

の
裏
書
に
日
ふ
。

上

人
需
眼
供
養
御
座
也
。
右
銘
御
影
者
隆
信
卿
筆

。
知

恩
院
十
三
代
住
持
助
阿
上
人
多
年
安
貴
御
影
也
ぬ
"然

今
薗
周
'

譽
上
人
侖

相
傳
潜
也
。
以
表
倍
衣
修
復
之
次
記
之
處
也

。
眞
譽

(
花
押
)
ご
。

茲

に
助
阿
上
入
ざ
ひ

ふ
は
、
南

北
朝

の
末
期
の
人
で
、
寺
傳
に
依
る

ご
匝
崩
徳
三
年
三
月
示
敍

ど
あ

る
か

ら
、
こ
の
御

九



'

一
Q

,
影

は
勘
く
こ
も
夫

れ
以
前
、
何
等
か
の
手
續

に
由
て
知
恩
院

の
方

へ
移

さ
れ
た
も
の
ど
察

せ
ら
れ
る
。
.

ヴ

'

(
三
)
月
影

の
御
影

'

,

こ
め
御
影
も
厨

じ

兎
隆
信
朝

臣
の
筆
で
、
そ
の
之
を
【,月
影
の
御
影
」
ご
名

つ
く
る
に
就
て
は
、
翼
讃
第
十
卷
に
次

の
如

馬ぐ
言

つ
て
在

る
。

p
或
読
云
、
建
久

二
年

ノ
春

.
後
自

河
法
皇

ノ
勅

ニ
ヨ
ソ
プ
、
右

京
權
太
夫
隆
信
、
法
然
上
人

ノ
眞
影

ヲ
ラ

ッ

シ
タ
テ

マ
ッ
ソ
、
マ又
自
身

モ

一
鋪
圖

シ
タ
、
恭
敬

シ
奉
ソ

ヌ
。

カ
ク
テ
或
夜
ノ
夢

二
、
形
像

モ
ナ
ク
只
月
輸

ノ
ミ
ァ
ン
ク
、

傍

二
和
歌

ア
ジ
、
月
影

ヲ
雲

ノ
上

ニ
テ
ウ

ッ
シ
タ

ハ
、
西

へ
行

ペ
キ

シ
ル
ペ
ト
羌
見

ヨ
、
ト
見
ケ

ル
ト
ナ

ン
或
記
鹹

儺

二
見

ヘ
タ
ジ
ト
ゾ
。
サ

レ
バ
世

二
月
影

ノ
御
影

ト
云

フ
ハ
、
此

二
起

レ
リ
ト
カ
や
申
侍
り
と
。

・
そ
れ
で
義
山
上
人
は
、
隨
聞

記
に
そ
の
斯
謂
「
月
影
」
ご
云
ふ
を
註

し
て
、「
月
影

ト

ハ
案
ズ

ル
ニ
是

レ
本
地

ノ
形

ヲ
顯

シ

給

ヘ
ル
ナ
ラ

ン
」

ご
云

つ
て
ゐ
ら
れ
る
。
し

て
見
る
ご

、
月
影

の
御
影

こ

い
つ
て
も
、
必
す
し
も
月
影

が
書

い
て
あ
る

譯
で
は
な

い
、
只
だ
隆
信

が
さ
う

い
ふ
樣

に
戚
得
を
し
た
≦
言
ふ
ま
で

い
あ
る
。
現

に
知
恩
院

に
～
先
き
の

「
披
講

の

影

」
以
外
に
、
今

一
幅
陸
信

の
筆
ご
傳

へ
て
ゐ
る
宗
租
の
御
影

が
あ
る
。
か
み
手
の
處

に
、
同
時
代
の
筆
で
、
光
明
遍

照
、
十
方
世
界

、
念
佛
衆
生
、
攝
取
不
捨

ご
、
四
句

の
文

が
賛
さ
れ
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
是

れ
は
、
今

の
謂

は
ゆ

る
月
影

の
御
影

で
、
同
賛
文

は
或

は
宗
爼
の
筆

で
は
な
か
ら

ふ
か
ご
も
考

へ
ら
れ
る
。
宗

耐
の
月
影

の
歌
は
、
こ
の
照
盆
文

の

こ
丶
ろ
を
詠

ま
れ
た
も
の
で
有

る
か
ら
、
君
し
爾

う
す
れ
ば
、
絛
信

が
前
逑
の
如
く
夢
を
見
π
ご
云
ふ
事

に
も
か
た
が



た
因
縁
が
あ
り
、
又
「
月
影

の
御
影
」
ご
名

づ
け
ら
れ
た
理
由
も

一
層
明
瞭
こ
な
つ
ーて
ぐ

る
。
何
に
し

て
も

「
月
影

の
御

影

」
ビ

「
照
盆
文

の
賛
」

こ
の
間

に
は
、
何
等
か
或

る
密
接
な
關
係
が
有

つ
た

　J
>̂J
丶
自
分

は
考

へ
る
か
ら

、
且
ら
く

こ
の
隆
信

の
影
を
以
て
、
今

の
謂
は
ゆ
る
月
影

の
御
影
ざ
名

づ
け
て
置
く
。

爾
ほ
こ
の
月
影

の
御
影

に
因

ん
で
、
知
恩
院
に
三

日
月
の
御
影

ξ
稱
す
る
も
の
が
二
幅

め
る
。

こ
れ
は
先

き
の
月
影

の
御
影

の
變
態

か
、
そ
れ
こ
も
叉
だ
別

の
傳
説

1
1

傳
n,
に
由
來
し

て
.る
も
の
か
、
そ
の
邊

は

一.向
明
ら
か
で
な

い
が
、
ざ
も
か

ぐ
寺
傳

に
よ
る
ご
、

一
幅
は
宗
租
自
筆

の
眞
影
で
、
裏

に
二
十
七
代

の
徳
譽

光
然

の
裏

書
が
あ
る
。

一
幅
は
叉
た
宅
摩

法
眼
澄
賀

の
筆
で
、
足
利
尊
氏
慱
來
の
も
の
だ
こ
云
ふ
。
思
ふ
に
こ
の
三
日
月

の
影
は
、
宗
租
が
善
導
を
、
只
人
に
ま

し
ま
さ

ぬ
こ
い
ふ
點
か
ら
、
所
謂
「
宇
金
色
」
の
姿

に
於
て
戚
得
せ
ら

れ
た
ε
同
じ
意
味

で
、
誰
か

い
宗
組

の
本
迹
不

二

の
姿
を
、
さ
う
い
ふ
形

に
鷲

て
戚
得
又
は
溝
想
し
だ
も
の
で
有

ら
ふ
ご
思
は
れ
る
。
・

、
・
・
:

(
四
)
置
文

の
御
影

.

・

,

'

㌧

・

:

こ
れ
は
宗
祀
が
、
讃
岐

の
生
幅
寺
に
御
滯
在
中
、
勢

至
菩
薩

の
尊
像
を
薗
作

せ
ら
れ
た
芝
い
ふ
,↑
ご
が
、、
御
傳

の
配
所

の
卷

に
見

へ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
時
宗
租

が
、
法
然

本
地
身
大
勢
至
菩
薩
、
爲
ヒ
度
二
衆
生

一故
、
顯
ご
置
此
邁
塲

一云

々

ご

云
ふ
文
を
置
文
に
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
謂
は
ゆ
る
置
文

の
御
影
は
、
此
事
實
に
連
關
し
た
も
の
で
、
.そ

の
由
來
は
爭
同
處

の
翼
讃

に
次

の
如

く
云

つ
て
あ

る
。

7…

"

,'

,

.

ー

L

㌦

カ
な
チ

こ
此
文

ノ

36

ハ
、

}
切

衆

生
ラ

利

盆

セ
ソ

ガ

爲

二
、
我

本
地

ノ
質

ヲ

ア
ラ

フ

シ
テ
、
此

寺

昏
造

置
ク

ト
ナ

リ
。

サ

才
洗

一

咽



=

一

文
ヲ
書
給

フ
ゴ
ト

ハ
、
大
師
其

コ
ロ
當
國

ヲ
遊
歴

シ
給

芒
グ
、

ア
ミ
ノ
浦
綾
川

ノ
水
面

二
臨
デ
見
給

フ
ニ
、

自

ノ
頂

上

二
寳
瓶

ア
ラ
ワ

レ
プ
見

ヘ
ケ
リ
。
即
其
影
像

ヲ
ウ
ッ
シ
ヲ
、
今

ノ
文

ヲ
書
給

と
ケ

ル
。
歸

洛
ノ
時

、
當
寺

ニ
ノ
コ

シ
ヲ
キ
給

ヒ
ケ

レ
バ
、
所

ノ
人
置
文

ノ
御
影

ト
ゾ
申

シ
ケ

〃
。
其
後
、
泉
州
境

ノ
長
泉
寺

ノ
開
山
十
萬
上
人

、
夢

ノ

告

ア
ソ
テ
威
得

シ
テ
(長
泉
守

住
特
設
)今

現

二
彼

寺

ニ
マ
シ

マ
ス
ト
云
。

併
し
堺
の
長
泉
寺
に
、
今

も
獪
を
其
の
御
影

が
傳

つ
て
ゐ
る
か
何
㍉
か
、
自

分
は
ま
だ
何
等

の
調
査

を
し
て
を
ら

n
が

兎

に
角

こ
の
翼
讃

の
文

か
ら
見

る
ご
、
所
謂

る
置
文

の
御
影
は
、
頭

に
寳
瓶
を
頂

い
て
お
い
で
に
な
る
こ
ご
丈
け

は
確

か
で
あ

る
。
し
て
見
る
ε
こ
の
置
文

の
影

ご
、
次
の
寳
瓶
の
御
影

ご
は
、
,同
じ
お
姿

だ
こ
云
ふ
こ
ご
に
な
る
が
、
前
者

は
其
の
自

か
ら
本
地
を
開
顯
さ
れ
た
銘
文

の
あ
る
邊

か
ら
名
を
得
、
後
者
は
そ
の
お
姿

の
上
か
ら
名

づ
け
ら
れ
た
も

の

'

で
、
多
分
後
者
は
前

者
の
脱
化
で
あ
ら
ふ
竃
考

へ
ら
れ
る
。

.

.

・

・

(
五
)寳

瓶
の
御
影

,

㌃

p

、

`

,

二

、

襯

'

頭
上

に
寳
瓶
を
頂

い
て
お
い
で
に
な
る
所

か
ら
斯
く
名

つ
く
る
の
で
、
翼
讃

四
十
入

に
依

る
ご
、、
法
性
寺

の
室
阿
彌

陀
佛
が
、
藤
原
信
實

に
命

じ
て
書

か
し

め
ら
れ
た
こ
い
ふ
宗
耐
の
御
影
も
、
さ
う

い
ふ
お
姿

に
な

つ
て
ゐ
る
ご
云
ふ

こ

ご
で
あ

る
。
そ
れ

に
し
て
も
、
何
故
宗
租

が
寳

瓶
砂
頂

い
て
お
ゐ
で
に
な
る
で
有
ら
ふ
か
ご
云

ふ
事

に
就

い
て
、
同
續

き
め
文

に
、

・

・

ヤ

/

イ
カ
ナ

レ
バ

ニ
ャ
、
五
輪
(
寳
瓶
)
ヲ
頂
戴

マ
シ
/
丶
ケ

ン
、
知

ガ
タ

シ
。
彼

靈
山
寺

ノ
別
時
念
佛

晶
ハ
、
勢
至
菩
薩

'



'

　

行
道

シ
給

シ
ヲ
、
遊
瀧
房

夢
ノ
如
ク

ニ
拜

マ
レ

シ
ナ
ド
(
第
入
)
ア

レ
バ
馬
若

ハ
木
地

ノ
寳
瓶
ヲ
戴

キ
給

タ
ガ
、
加
樣

二
見

ヱ
ず

曳
給

ヒ
ケ

ル
ニ
ヤ
。
尹
テ

ソ
レ
ヲ
摸
寫

ス
ル
ナ
ラ
ソ
カ

シ
牽
ゾ
、
人
申

ア

ヘ
リ
。

ε
云

つ
て
あ
る
。

'

㌦

.

,

.

.・

爾
ほ
翼
讃

に
依

る
ご
、

こ
の
信

實
の
書

い
た
御
影

は
、
坐
像

一
尺
五
寸
ば
か
り

の
影
像
で
、
お
衣
は
墨
、
御
け
さ
は

胡
粉
に
て
薄
彩
色

、

い
つ
れ
も
皆
璽
天
台

衣
に
て
、
尋
常
め

お
姿
ど
變
ゆ
は
な

い
。
但
し
面
像

は
少
し
脇

の
方
を
向

い

て
蓄

い
で
に
な
る
、
當
時
知
恩
院

に
安
置

す
る
繪
像
の
翼
影

が
そ
れ
だ
こ

い
ふ
樣
に
云

つ
で

め
る
が
、
合
日
知
恩
院
に

傳

つ
て
ゐ
る
瓶
謂
る
養

瓶
の
御
影
論

糴

)が
.
夫
れ
で

"
も
耄

の
で
有
幺

か
2
。
募

は
た
や
目
録
を
見
た

や

け
で
、
實
際
ま
だ
實
物

は
拜
見
し

て
を
ら
ぬ
か
ら
、
何
ざ
も
茲

に
は
斷
言
す
る

こ
ご
を

憚
る
が
、
併
し
實
を
云
ふ
ざ
、

夫
れ
よ
り
も
先

づ
、
上
の
翼
讃

の
説
か
ら
砺
究
を
し
て
か

」
ら
ね
ば
成
ら
の
こ
思
ぶ
。
そ
れ
で
命
は
、
唯
だ

て
般

の
傳

説
を
擧
妙
る
に
留

め
て
置

～
が
、
要
す

る
に
ご
の
寳
瓶
の
御
影

は
噛
先

の
一轟
碍
月
の
御
影

ζ
同

じ
く
、
宗
租

の
本
地
誂

か
ら
起

っ
て
ゐ
る
も

の
で
有

る
こ
ざ
丈
け
は
確

か
で
あ
る
。

:

戛

・

,

・

-

・

'
、
.

(
六
ゾ
張
子
の
御
影

こ
の
御
影
は
宗
租
が
御
流
罪
の
時
、
船
中

で
正
信
房
湛
室
ビ
共
に
、
反
故
を
集

め
て
張
ち
れ
π
ε
傳

ふ
る
も
の
で
、
.勅

傳

ご
粟
生
の
光
明
寺
の
所
傳

ざ
は
、
多
少
そ
の
聞

に
相
違
が
あ
る
。
、先

づ
勅
磚

の
説

に
よ
る
軍
"
同
四
十
三
の
正
信
房

の
槫

記
の
中

起
、

・
:

啓

、
〆

4
∴

・

・

∴

・}
三

、



.

一
四

、

上
人
邏
謫

の
こ
き
も
、
配
所
ま
で
こ
も
な
は
れ
け
る
が
、
御

か
た
み

の
た
め
に
ε
て
、
船
の
う
ち
に
て
、
上
人

の
其

影

を
は
り

て
ま
つ
ら
れ
け
る
ゆ
船

の
う
ち
の
は
り
御
影

ε
て
宀
當
時

二
奪
院
の
塔

に
ま
し
ま
す
是
な
b

。

ご
あ

る
。

こ
の
傳
文

か
ら
見

る
ご
所
謂
張
子

の
影
は
、
正
信
房
湛
室

が

一
人
で
張
り
奉

つ
た
樣

で
あ
る
。
所
が
又
光
明

寺
の
所
傳

で
見

る
ご
、
宗
租
が
親
ら
淌
息
を
集

め
て
張
ら
れ
た
こ

い
ふ
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
同
縁
起

に
曰
く
、

其
後
門
弟

の
沙
汰

こ
し

て
、

一
宇

の
御
影
堂
を
建
立
し

、
彼

の
船
中

の
摸
像
を
安
置
し
奉

る
。
此
像
ざ
申

は
、
上
人

の
御
母
堂
秦
氏

の
在
世

の
時
、
折

々
御
淌
息

の
ま

い
り
し
を
、
収
を
か
せ
給
ひ
し
が
、
遷

謫
の
船
中

の
御
徒
然

に
、

取
出
し
給
ひ
て
、
正
信
房
湛
室
、
天
然

工
巧
明
を
得

た
る
人
な
れ
ば
、
彼

人
を
扶
助

こ
し
て
、
上
人
手
つ
か
ら
自

は
、

、ら

せ
給

ふ
眞
影

な
り
ご
。

二
尊
院
の
像
ε
光
明
寺

の
像

は
、
全
く
別
な
も
の
か
、
そ
れ
こ
も
叉

、
二
尊
院
の
像
が
後

に
光
明
寺

の
方

へ
移

さ
れ
た

の
か
、
何
つ
れ
に
し

て
も
二
奪

院
に
現
存
し
て
を

ら

ぬ
こ
ご
は
事
實
で
あ

る
。
義
山
上
人

は
、
多
分
光
明
寺

の
方

へ
移

さ
れ
た
の
で
有
ら

ふ
ご

い
ふ
樣

に
言

つ
て
ゐ
ら

れ
る
が
、
併
し

こ
れ
は
樹
ほ

一
層

の
研
究
を
要
す

る
。

　

(
七
)
頭
光
の
御
影

こ
の
御
影

は
關
白

の
兼
實
公
が
、
自
分
の
邸
内
で
戚
得
さ
れ
た
こ

い
ふ
事
實

に
基

い
た
も
の
で
、
事
は
出
で

、
、
勅
傳

第
入
卷
に
詳
ら

か
で
あ
る
。

b

-

元
久

二
年
四
月
五
日
、
上
人
月
輪
殿

に
ま

い
b
給

て
、
數
尅

御
法
談

あ
り
け
ゆ
。
嚆退
出

の
こ
き
、
麗
閤
庭
上
に
く
づ

'



噸

れ

治
り
さ
せ
給

て
、
上
人
を
禮
拜
し
、
御

ひ
党

い
を
地
に
つ
け

て
、
や

㌧
ひ
さ
し
く
あ
り
て
お
き
さ
せ
給

へ
り
。
御

り

　

　

　

つ

　

　

　

　

む

涙

に
む
せ
び
て
、
仰
せ
ら
れ
て
い
は
ぐ
、
上
人
地
を
は
な
れ
て
、
虚
室

に
蓮
花
を
ふ
み
、
う
し
ろ
に
頭
光
現
じ
て
出

給

つ
る
を
ば
見
す
や
ご
。
右
京
權
太
夫

入
逍

、
中
納
言
阿
闍
梨
尋
立
、
、二
人
御
前

に
候
け
る
、
み
な
見
た
て
ま
つ
ら

ざ
る
よ
し
を
申
。
池
の
橋
を
わ
た
り
給
ひ
け

る
ほ
費
に
、
頭
光
現
じ
け
る
に
よ
り
て
、
か

の
橋
を
ぱ
頭
光

の
橋

こ
ぞ

申
け
る
。
∴
も
こ
よ
り
御
歸
依

ふ
か
丶
り
け
る
に
、

こ
の
後
は

い
よ
ノ
駆

佛

の
ご
ざ
く
に
ぞ
、
う
や
ま
ひ
た
て
ま

つ
ら

れ
け

る
。

一
般
寺
院

の
本
堂
、
並

に
在
家

の
佛
檀

中
に
安

置
し
て
め
る
御
影
は

、
多
く

こ
の
御
姿

で
、
多

分
そ
れ
は
、
勅
傳

り
挿

繪

が
本
℃
な

つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
ふ
ご
思
は
れ
る
。

(
入
)
足
引

の
御
影

～

、
-

、

.

弓

～

・、

こ
れ
は
嵯
蛾
の
二
奪
院
に
現
存
す
る
御
影

で
、
子
の
由
家
に
就
て
は
、
同
院

の
緑
起

に
、

'月
輪
灑
定
殿
下

上
人
に
御

蹄
依

の
志
ふ
か
ぐ
、
奪
敬

の
あ
ま
り
渉
土
人

の
眞
影
を
寫
し

て
、
持
佛
堂

に
安
置
せ
し
む

ぺ
営
よ
し
仰
ら
れ
け
る
に
、
上
人
の
云
嘱
愚
僭

が
色
質
御
所
に
を
か
れ
ん
事

お
そ
れ
あ
り

こ
て
、

か
た
く
辭
し

て
退

出

せ
ら
る
。
其
後
上
入

を
召
請
せ
ら
れ
、
浴
室

に
い
れ
串

さ
る
。
沐
浴

こ
ご
お

は
サ

、
丙
〃外
衣
を
着
し
、
座

に
つ
き

、

て
念
佛
し
た

ま
ふ
。
休
息

の
間

一
方
め

足
を
所

出
さ
れ
け
る
。
干
時
繪

所
託

間
の
法
眼

を
め
し
て
メ
簾

中
よ
ゲ

ひ
そ
か

・

に
上
広
め

か
た
地
を
う
つ
さ
せ
ら
る
泊
か
の
足
の
い
で
た
る
を
、
、こ
～
う
な
く
あ
り
め

ま
監
畫

け
り
。
上
入
か
ざ
ね

崩
五



'

∵
コ
ハ

寛
て
參
給

時
湘
殿

下

み

つ

か
ら
此
壽

像

を
前

に
か
け

、
開

眼
供

養

ξ
そ

の
だ
ま

ひ
け

る
。
・上

永
驚

き

た
ま

ひ

、
、此

足

の

鶴

π

る
を
御

覧

じ

て
、

こ
れ

に
猿
籍

の
す

が
把

な

6
、ビ
て

、
所

念

せ
、ム

れ
し

か
ば
旧、
忽

に
其

足

を
引

れ
け

る
。
、上
人

・
の
奇

特

か

つ
は
書

師

の
高
名

こ
も

い
ふ

べ
き
に

や

。

こ
れ

に
よ

φ
て

、
夫

卞

こ
ぞ

う

て
足
引

め

御
影

ぎ
號

し

拠

て
,ま

っ
菊
。

い

ま
に

い
た

も

て
當

寺

に
安

置

せ
し
む

筝
者

な
サ

。

・
、「

.、-、
'

」

.

ぐ

,

.

.・

蓬

毳

つ
て
あ

る
。
誠

に
面
白

い
傳

説

で
、
外

に

は

一
寸

類

が
無

い
　樣

で
あ

る
漁
二
・、・
.
,

、-

、
・

(
九

)
香

泰

の
御
影

再

.

・,

一
.、
}

、

毛

れ

は

香

衣
を

召
し

た
宗

祀

の
御
影

で
、

そ

の
由

來

に
就

て
は

、
本

願
寺

逋

記

の
蓮

如
上

人

の
傳

に
、

、

文

明
十

九

年

正
月
師

夢

。
吉

水
大

谷

爾

祗
偕

行

、
師
從

二其

後

↓
吉

水

顧

レ師

言
、
淨

門
當

一繁

興

唖

我

衣
復

レ緇

、
方

契

二
一
心
專

念
文

刈
夢

覺

.
明

旦

遣
下
弟

子

順
哲

至
二
知

恩
院

}檢
中
吉

水

像

衣
色
上
、
果

爲

レ
緇

。

後

師
親

訪
二
之

院

主
號

　

　

　

　

　

む

む

む

む

　

　

　

長
老

痴

幅
嫻
脾
説
鵬
牝
鰰
。
野
日
、
前
住
大
譽

栖
簾
鯑

修
二飾

像
衣
↓
改
作
二
黄
色

叩
然
聞
三
師
甞
曽
ロ
ニ
緇

衣
應
か
契
二
租
意
↓

故
復

二舊
相
叩
師

日
、
此
當
院
榮
昌
之
徴
也
q
乃
鱠

二
錢
千
疋

一賀
レ
之
μ
、明

日
禁
廷
供
コ
金
若
モ
於
像
前

呻
院
圭
因
得
三

再
修
二
租
殿
等

噛深
歎

=
師
言
不
ジ
虚

。

・

:

ε
云
つ
て
あ
る
。
茲

に
大
譽
上
人
が
塗
替

へ
ら
れ
た
ε

い
ふ
木
像
は
、
今

ま
現
に
御
影
堂

に
安
置
し
て
あ
る
影
像

で
、

寺
傳
で
は
熊
谷

の
入
道
か
ら
傳

來
し
た
も

の
だ
こ
云
ふ
。
そ
れ
に
し

て
も
、
大
譽

上
人
が
何
故
か
く
影
像
を
塗
替

へ
ら

れ
た

の
で
あ
る
か
、
勿
論
よ
く
は
解
ら
ぬ
が
、

こ
れ
ば
多
分
、
上
人
が
宗
門
で
初

め
て
香
衣
の
勅
許
を
得
ら
れ
た

の
で
、

9



流
石
に
宗
租
に
憚
ら
れ
て
の
こ
ε
で
あ
ら
ふ
ε
察
せ
ら
れ
る
。

併
し
又

一
説

に
は
、
宗
租
も
參
内

の
折
は
、

い
つ
も
香
衣
を
召
さ
れ
た

の
だ
ざ
云
ふ
樣
な
説

も
あ
る
。
現
に
小
金

の

東
漸
寺

に
香
衣
の
大
師
像

が
在

っ
て
、
寺
傳
で
は
、
法
蓮
房
信
室
の
作

だ
こ
傳

へ
て
ゐ
る
。
鸞
宿
上
人
は
、
そ
の
繰
起

を
書
か
れ
だ
こ
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
が
、
惜
し

い
こ
ご
に
は
今

日
傳

つ
て
を
ら
ぬ
。
思
ふ
に
宗
祀
は
、
自
ら
烏

帽
子
も
き

ぬ
男

だ
ご
稱
し

て
ゐ
ら
れ
た
位

で
あ
る
か
ら
、
是

は
や

つ
ば
り
、
後
人
が
着

せ
ま
ゐ
ら
せ
た
も
の

し
見

る
が
、
寧
ろ
穩

當

で
は
な
い
か
ご
a
分
は
考

へ
る
。

(大
正

=

一
、
九
、
二
五
)

選
擇
の
中
心
ご
其
の
兩
面

　

梅

村

舜

道

第

一

序

論

第

二

曼
陀
羅
圖

第
三

概

説

第

一

序

論

宗
組
大
師
の
靈
絡
の
騁
驗
が
あ
り
て
、
後
に
選
繹
集

一
部
十
六
章
が
現
は
れ
π
の
で
あ
る
。
選
擇
集
の
組
織
選
述
が

一
七


